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第８回ふるさと再発見の旅「佐渡旅行」を実施!!
　恒例の首都圏佐渡連合会主催「ふるさと再発見の旅」を６
月８日㈯から10日㈪、２泊３日の日程で実施しました。
　梅雨前の快晴に恵まれ、参加者76 名（男41名、女 35名）
の観光団で佐渡を訪れました。今回は、『初夏の大野亀 “カン
ゾウ大群落 ”の花見と“トキふれあいプラザ ”めぐり』をテー
マに、佐渡観光を楽しみました。
　１日目、両津→大野亀・カンゾウの花観賞（カンゾウの花に
覆われた“大野亀”は素晴らしい感動の風景でした）→相川(宿
泊・懇親会）。
　２日目、尖閣湾・海中透視船（峡湾美と海中透視を楽しむ）
→鶴子銀山と陣屋跡遺跡（世界遺産推進課職員から現在まで
の説明を受けました。）→めおと岩（昼食）→裂き織り見学（三宮）
→妙宣寺（五重塔）→大膳神社（能舞台）→トキの森公園（ト
キふれあいプラザ）→両津（宿泊）。３日目、午前中は自由行
動→両津港集合、新潟港にて解散の行程でした。
　本旅行は、佐渡市と首都圏佐渡連合会の共同企画の里帰
りキャンペーン「ふるさと再発見の旅」を運用した団体旅行で
す。キャンペーンの主旨は一人でも多く佐渡を訪れ、自然や芸
能、文化に触れ、その感動を知人の皆さまに発信して佐渡の
観光振興に寄与することです。今回で８回目を迎え、以前に
参加した会員がお仲間を誘ってグループで参加された方が増え
て、「ふるさと再発見の旅」への期待度、信頼度への評価と併
せて、責任の重
さも高まります。
　旅行運営に当
り、佐渡市関
係者の皆さまに
大変ご協力いた
だき、ありがと
うございました。

首都圏情報コーナー寄付のお礼
　当市にご寄付をいただき、お礼申し
上げます。
○物品　駐輪場
　両津中学校の教育環境整備のため
　　堂谷・小池経常共同企業体
　　株式会社　堂谷組
　　代表取締役社長　堂谷　剛　様
　　（�共同寄付者　株式会社共立テク

ノ様、株式会社新潟日立様）
○物品　三味線　５挺
　松ヶ崎中学校の教育環境整備のため
　　特定非営利活動法人佐渡の声
　　理事長　木村紀子　様
　　松ヶ崎地区連絡協議会
　　会長　岡村邦男　様

ご寄贈ありがとうございました
　この度、佐渡で『うまれる』を上映す
る会実行委員会のみなさんから、先に
上映された「うまれる」の上映会での収
益金について、学校での「うまれる」の
上映権や市内の子育て支援センターへ
のおもちゃなどをご寄贈いただきました。
　佐渡市の子どもたちや、子育て世代の
みなさんのために大切に活用させていた
だきます。大変ありがとうございました。

平成 25 年度 
第 11 回二宮神社薪能・神楽

日　　８月 24日㈯
開演　午後５時～
会場　二宮神社　能舞台（入場無料）
演目　尺八・剣舞・神楽・能「巴」　他
主催　二宮神社薪能実行委員会�
　　　（会長�山本茂夫�☎ 52-4372）
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（文責：首都圏佐渡連合会　観光部会長　名畑榮雄）

鶴子銀山見学の様子


